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最終講義(1999年3月10日,和 歌山県立医科大学大講堂)

1尿 路結石症 とのお付 き合 い

II贈 る 日 葉

和歌山県立医科大学泌尿器科学教室(主 任:大 川順正教授)

大 川 順 正

泌尿器科の大川です.遅 くまでお付き合いいただき

まして申し訳 ございません.今 日は30年間奉職いたし

ましたこの大学での退官記念講義と云うことで,2つ

の題 を用意してまい りました.

1尿 路結石症 とのお付 き合い

まず,こ れが泌尿器科 における主要 な疾患 の一つで

あ ると言 うことは既に皆様方 のご理解 いただいている

ところとぞん じます.私 が泌尿器科 医になった ころの

教科書 には,(1)古 くか ら在る疾患 であ りなが ら,そ

の成 因が全 く解明 されていない.(2)手 術 療法 によっ

て治療 され る.な どと記載 されてお りました.

じゃあ何故お まえは泌尿 器科 でこの研究 にはい った

のか?こ た えは簡単 です.イ ンター ンが終 わって1

年 目,つ ま り新入局の時,当 時の楠 隆光 と云 う尿路

結石 の権威 で あ った教 授 が"お い,そ この新 ち ゃん

(当 時新 しくはい った新 人,ニ ュー フエ ースの ことを

新ち ゃん,と くに関東か ら来 られた方 は よくこう呼ば

れ ました)お まえ は結 石の研究 をやるのだ.""は い.

わ か りました."尿 路結 石 の研 究 に携 わった動機 はた

だ これだけなんです.当 時,先 ほ ど申 し上 げま した様

に尿路結 石は手術 をして治療 をする病気で ある,わ か

りやす く云 えば,自 然 に排 出 しない ものは手術 の適応

である と言 う時代 で した.図1は,腎 孟 の中に充満 し

ていた珊瑚状結石 です.い まの若 い人たちは画像上で

は ともか く,こ んなの を直接取 り出 したのを見 たこと

が無 い もの と思 い ます.

"先 生
,こ れ何ですか?""こ れ は腎孟 の中に入 って
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い た大 きな結 石 だ.""ど う して こ こ に在 る ので す

か?""手 術 で取 り出 したのだ.""へ え 一,結 石 を手

術 した時代が あったのですか."と 言 う対話 になる と

思 うのです."先 生,ど の様 に して切 るのです か?"
"昔 は この ように手術 を して… …""そ うする と出血 す

るで しょう.""当 た り前 だ.だ か ら阻血 をす るのだ."

"そ うで すか
.し か し,そ うする と腎臓 が傷 むで しょ

う."そ の とお りです.当 時 は手術で石 を摘 出 してい

ました.そ うす ると,結 石 を残 さず に取 り切 ること及

び腎 を傷 めず に手術 をす ること,と の間 には図2の よ

うにいわゆる二律背反 とも云 うべ き問題が出て まい り

ます.そ して この 中で,如 何 に して結石 を確実 に摘出

し,且 つ如何 に して腎 のダメージを少 な くす るか の工

夫が これ まで の泌尿器外科 の歴史 なのです,

尿 路結 石の手術 は技術的 には ピンか らキ リまで あ り

ま した.俗 に云 う難易度です.従 ってこの手術 は若 い

泌尿器外 科医が育 って行 くには格好 の材料 だ ったので

す.勿 論,こ の手術 の問題点 は ここに述べ ました二律

背反 を如何 に うま くこな し,且 つ如何 に折衷 させ るか

にかか っていたのです.私 どももこれに参加 して まい

りま した.つ ま り,尿 路結 石の手術 をす る泌尿器科医

の腕 は,結 石 を如何 に確 実 に取 り出すか,腎 にダメー

ジを与 えないで手術 を終え るか,そ して欲 を言 えば,

手 術 のあ と結石が再発 しな いで居 るか,こ の表1に 記

されているのが当時の評価 の基準 なのです。世界 中の

泌尿 器科医が,"俺 の手術 が いちば んだ.""い や,俺

のだ."と 競 い合 う,そ の基準 はこの表 の とお りだ っ

た と思 い ます.
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表1

さて,こ の凄 まじい成績争 いに まだ答 えが 出て いな

いうちに,新 しい時代 がやって来 ま した.体 外衝撃波

砕石 術,つ ま り有 名 になって まい りま したESWL,

こ ん なのが登場 して きま した.つ ま り最初 にお話 しま

した,"手 術 によって治療 し得 る病気 であ る."か ら,

"そ ん な痛い 目をさせ な くて宜 しい
."と 変 わって来 た

のです.実 は,こ の報告 を最初 に聞いたのは遥か以前

のサ ンフラ ンシスコの国際学 会で した.驚 きま した.

結 石 に当てる どころか我 々泌尿器科 医の心臓 に大 きな

衝撃 波が当た りました.な ぜ か?図3を 見 て くださ

い.私 どもが修練 して きた手術 では,"結 石 は砕 くな.

残 す な."と 言 う鉄 則が あ りま した.つ ま り,こ の二

つの ことはいずれ も将来の再発 に繋 がる もの として外

科 医 としては絶対 に避 けるべ きだ として教 わ り,そ し

て教えて来たものです.と ころが,こ の機械では,体

の中で結石を砕いて,そ して体の中へ残 して置けば勝

手に出て しまうよ,と 言 うまさにコペルニクス的展開

というか,転 換 と言 うべ きか,大 きなショックを受け

ました.今 までの我々がやって来た努力は何だったの

か.図4を ごらんください.私 たちが育 くんで来た鉄

則はこの様 にポーンと蹴飛 ばされて しまってお りま

す.ま た結石を完全に摘出する,そ して腎機能を保持

すると言 うバランスも大 きな問題では無 くなって し

まって,要 するに患者さんをメスで切るのか切らない

のか,こ のように転換 しました.勿 論答えは決まって

お ります し,患 者さんにとって大 きな福音であること

は言うまでもあ りません.図5は 私 どものところの関

連施設を含めた治療方法の変遷です.殆 どが衝撃波治

療に置 き換 わり,こ こ何年間かは尿路結石にメスを

持ったことがあ りません.手 術か否かといえば,こ の

勝負は誰が考えても明らかなことです.が,こ こで一

つ考えて見ましょう.

尿路結石を治療すると言うのは,体 の中に在 る結石

と言う物体を物理的に取 り除 くことを一般に呼んでお

ります.患 者さんに"は い,結 石を取 って治療をしま

しょうね."こ れは分か り易いのですが,本 当の治療

ですか となると複雑になります.結 石の発生そのもの

を防ぐ様 に患者 さんを変 えてあげたのか?"石 はな

くな りましたよ.""先 生,ま た出来 るのと違い ます

か.""わ かりません.""何 故,こ んなのが出来たので
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し ょう?""わ か りませ ん."こ れが現状 なのです.

尿 路 結石 の本 当 の治療 とは,表2に 示 しま した様

に,結 石の発生その もの を防 ぐ予防が出来あが って始

め て成 り立つ もの です."Itshouldberemembered

thattheultimategoalispreventionofstones."と

言 った方が あるのですが,本 当にその とお りだ と思い

ます.図6で すが,こ の頃,松 阪慶子が婚約だ ったか

結婚 だったかで記者会見 を してお ります.記 者達 は片

一方 だけにカメラを向けてお ります .結 石 も素晴 ら し

い派手 な治療法 が出来 る ようにな り,勿 論 それ 自身 は

素 晴 らしい事 なのですが,し か し本 当に大切な のは も

う一方です よと言いたいのにスポ ッ トライ トは片一方

のみですね.中 には,医 者 の仲 間 うちで も,別 に手術

をしな くて も良いのな ら何度再発 して もよいで はない

か,と くに面倒 な研 究な どは と言 う傾 向に走 りつつあ

るのがい ささか心配 にな ります.そ れで は,本 当 に再

発が予防で きるのですか?現 在 での答 えは"い まの

ところで はノー"で す.し か し,"い ま の ところ は"

と いう但 し書 きも付 いてお ります.

図7は,大 阪大 学 の先生 か らお借 りした もので す

が,尿 路結 石が出来 るまでにはいろいろな要素が関与

します.思 い出せ ば私が本学 での教授就任記念講演 の

演題 は"尿 路結 石の原因 としての原発性上皮小体機 能

充進症"で した.こ の図の中では内分泌異常の部分 で

す.今 か ら24年 前 の ことで した.さ て,尿 の中で結 石

が 出来て行 く.こ れには誰 も異議 を唱 える人 は居 りま

図6
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せん.図8の ように,尿 の中で何かが核を作 り,そ こ

へ結晶が形成 され,成 長し,凝 集し,そ して固化の状

態が起こって結石が出来上がる.こ れには皆 さん賛成

して下さいます.し かし,ど んな条件下でこれが起 こ

るのか.そ して,ど んな状態がこれを防ぐのか?こ

う言ったことに関しては未だに判然 としておらず図の

中で もクエスチ ョンマークばかりが並んでいるところ

です.い わゆる"群 盲象を撫でる(図9)"と 言 う状

況が長らく続いて参 りました.が,そ うは言 うものの

この難解な要素にはどんな物があるのか?例 えばこれ

を促進するものを悪玉,そ してこれを抑制するものを

善玉 とします.そ うするとヒトの尿の中でこの悪玉を

減 らすこと,そ してこの善玉を増やすこと,こ れらが

結石の予防に繋がるのではないかと言うのが一つの発

想になります.

図10あた りが非常に懐か しいデーターになるのです

が,日 本人 と言うのは大体正常の人がどの くらいか と

言 うのに弱いのです.教 室の若い先生方 も非常に苦労

をされました.正 常の人にどのようにして尿を調べる

か,し かもこれは24時間の尿を1滴 も捨てないで集め

なければなりません.そ こで,和 歌山の成人病セ ン

ターにたまたま短期 ドックで入っておられる方にお願

いして尿をいただいて来たのがこれなのです .こ うし

て私どもの検査の正常値 を決定 して置 き,カ ルシウ

ム,蔭 酸および尿酸 と調べてみたら,結 石の患者 さん

で正常値を超えるのが多いのはやは り尿中のカルシウ
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ムの高い人が一番であ ると言 う結果が ここで出て きま

した.現 在で はい ささか傾 向が変わ って来てお りまし

て,カ ル シウムに特 にこだわ る事 な く,他 の因子 に も

関心 を向ける ようにと変わ って きて居 りますが,こ の

当時 は尿 中のカル シウム をどの ように して抑 えよ うか

と言 う時代 で した.リ ンを使 った仕事が幾つかの論文

になって お りました.リ ンを どのような形で どの くら

い摂取 させ られるのか.あ る とき,イ ギ リスか らの論

文でbran,つ ま りwheatbran,日 本 で言 う麦のふす

まをfiberproductと して応 用 した論 文 を見つ け まし

た,"お い.彼 らは糠 を使 っているぞ."よ し,そ れな

らこっちが本場だ.や って見るか と言 うことにな りま

した.米 糠 の中に は非常 に リンが多いのです.図11に

示 します様 に,食 品分析表 で調べ ます と人間が 口に出

来 る食べ物 の中で リンが多 く含 まれているのはこれが

トップなのです.勿 論,ち りめん じゃこなどにも多い

のですが,こ れは同時 にカルシウムが多 く含 まれてい

るため,適 当で はあ りません.し か も米糠 のほ うが イ

ギ リスのwheatbranよ り も遥か に リンの含有量 の多

い ことも分か りま した.
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実 は,若 い頃 にsodiumphytateと 言 う論文 を勉強

しか けて うま く理解 で きず に諦 めた こ とが あ るので

す.今 回 は この米糠 に入 って い る ものがphytin,つ

ま りinositol-hexaphosphateの 形 で あ る と言 うの が

だ んだん と勉強 す る につ れ て分 かって来 ま した(図

12).ま た,日 本 の米糠 は この よ うなphytinの 構 造

です が,ア メ リカや ヨーロ ッパ な どの アル カ リ土壌で

は このマ グネ シウムが カ ルシ ウム に置 き換 わってい

て,む しろカルシウムが多 く含 まれてい る.そ うす る

とこれ を使 って腸管の 中で カル シウムを くっ付 けてや

るには日本の米糠が最適で はないか.面 白そ うだ と云

う事 で近所 の お米屋 さんへ行 って糠 を貰 って 来 ま し

た.私 も終戦当時に糠 を食べ た ことがあ ります ので こ

れは抵抗 があ りませ んで した.患 者 さん には事情 をお

話 して"い かが です か。 や ってみ ま しょうね.""先

生,口 当 た りは よ くないが何 とか食べ られ ます よ."

薬 局 に頼 んで格好 だけは薬 らしくして頂 きま した(図

13).

こ の 頃,栄 養士 さんが良 い こ とを教 えて呉 れ ま し

た."先 生,糠 は下痢 します よ.""今 の ところ,少 し

軟便てい どでむ しろ便 秘の人 には喜 んで もらっている

よ。""い や,や は り駄 目です よ.非 常 に脂肪が多 いで

すか らね.先 生,こ の油 を抜 いた らどうですか.""脱

脂 米糠,そ んなのが 出来 るのですか?""先 生,米 油

と言 うのが あるで しょう.和 歌 山 にも紀北 のほうにそ

んな食 品会社 があ ります よ."さ っそ く飛 んで行 きま
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した."油 を とった後の糠 は在 ります か?""幾 ら で

も在 ります よ,肥 料か飼料 に しか出来 ませ ん.""そ れ

を下 さい."脱 脂 を した と云 うことは,先 ほどのphy-

tinが 濃 縮 された ことにな り,よ り効 果が出 るはずで

す.勇 気づ け られま した.

と ころが,し ば ら く経 って夏が来 ま した."先 生,

あ の薬 です け ど,こ の間袋の中 を見た ら米の虫がわい

ていま した."(笑)と くに害のあ る虫ではあ りませ ん

が,今 と違 ってのん きな時代で した.そ れで も製薬会

社 にお願 い して図のような加工 した物 を作 っていただ

きました.懐 か しい時代です.こ れ と同時に動物 によ

る基礎的 な検討 も並んで行われ ました.図14は,ラ ッ

トにカルシウムの多いエサ をや った場合 と,さ ほど多

くないエサ との両者 を作 りま して尿 中のカルシウム排

泄 を検討 したものです.そ して米糠 あるいは取 り出 し

た粗 なphytinを 一 緒 に混ぜてや る と尿 中のカルシ ウ

ムは上昇 しない,つ ま り腸 管の中で カルシウムを くっ

付 けて吸収 させ ない,そ して尿 中に出させない,且 つ

低 いカルシ ウムの場合 にはそれ以上 に下 げることも無

い,こ れが化学物 質で はない天然 の物 を使 う利点では

なかろ うか と言 う解釈 をいた しま した。

患者 さんの臨床成績 も出て きま した.尿 中のカルシ

ウム排泄 の多 い人 に長期 にわた って投与 します と正常

値 にまで下が った まま持続 してお りま した.ま た,非

常 に結石の出来やすい患者 さんの治療前 後での成績 は

図15に 示 す様 に,こ の米糠 による治療 が尿路結石 の再
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発 を抑 えることに意義 を持つ こ とを示 してお ります.

悪 玉であ るカルシ ウム を取 り上 げるこ とおよびこれを

抑 える方法論 としての この治療法 は今で はいささかの

問題点 も出て きてお りますが,こ の当時 の仕事 と して

は一つの楽 しい想 い出 となって いる所です.さ て,今

度 は善玉の方 を考 えてみま した.以 前か ら世界中で関

心が持たれて来ているクエ ン酸 をと りあげ る事 に しま

した.同 じように正常 の人 の尿 中排泄量 を成人病セ ン

ターの短期 ドックの人 か ら検 討 しま した(図16).先

ほ どのカルシウムほどで はあ りませんが,や は り結石

の患 者 さんは健康 な人 よ りはクエ ン酸排泄の少ない人

が多 く,し か も再発性あ るい は多発性 の患 者 さんに多

い と言 う結果が得 られ ま した.や は り善玉 と しての作

用が あるので しょうか.よ し,こ れ もや って見 ようと

言 うこ とにな りま した.無 駄 を した くないので これは

全 くの基礎的 なところか ら入る ことにしました.蔭 酸

カルシウムの結晶 を試験管の中 に入れ ま しょう.一 部

は水 だけで も少 し溶解 します.こ こに クエ ン酸のいろ

いろな種類の もの を加えて見 ま した .図17は 溶 液のカ

ルシウムお よび蔭酸 を測定 した ものです.こ れで クエ

ン酸 が カル シウム と蔭酸 との結合 に対 して邪 魔 をす

る,つ ま り溶 解性 を充 め る ことが 分 か りました.よ

し,次 へ進み まし ょう.図18は 血 小板 の機 能 を調べる

aggregometerで す.塩 化 カル シウム に蔭酸 を加 え ま

す とコン トロールの ように懸濁が起 こ ります.図19は

クエ ン酸の濃度 に依存 して この懸濁が抑 制 されている
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す.ク エ ン酸排泄は上昇 したまま経過 してお ります.

結石発生のエピソー ドについても同じように調べて見

ました(図23).こ れ らも,そ の再発 と言 う点では見

事に抑制されているという効果を出してお ります.

クエン酸も,ま だ尿での測定が保険適応になってお

らないなど苦労が続きますが,こ のように尿における

悪玉,善 玉の関連を取 り上げていくことが臨床家とし

ての尿路結石予防の考え方であろうか と思います.

日本の泌尿器科医の中にも,や はり再発の予防を真

剣 に考えなければいけないと言われる方々が随分増え

て 参 りま した.そ して 日本 尿 路 結 石 症 研 究 会

(JSUR)と 言 うのが発足 し,そ の第1回 は和歌山で

開催 されました.今 年は第9回 になるわけです.こ の

ように日本でのこの領域の研究が益々盛んになり,そ

聞自匿

図18

月田麗麗 麗 拓飼Tr:E1剛rm回mo囮 り:/l門口日翫

卍霊五

騨灘鰻
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図21

図19

翼護 騰講

慕懸
図20

ことを示 しております.こ れは面白い結果で した.ク

エ ン酸ならカルシウムと違って栄養学的にも問題を持

たないでしょうし,興 味を呼びそうです.

図20と21は ラットの実験です.エ チ レングリコール

で実験的に腎石灰沈着症をつ くりまして,尿 細管の内

腔に結晶が沈着 している所です.一 方はクエン酸を与

えた物ですが結晶の沈着は見事に防がれている,こ れ

は使えるのではないかなと感 じました.臨 床の患者さ

んに投与 して尿中のクエ ン酸排泄量を見たのが図22で
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して和歌山医大がこれまでと同じように頑張 りつづけ

て行 くことを心から希望いた します.図24は,松 阪慶

子の記者会見の続 きです.こ のような光景になって欲

しいと言う事です.

11贈 る 言 葉

かな り以前に,テ レビ ドラマで"三 年B組 金八先

生"と 言 うのがあって,そ こであまり足の長 くない俳

優 さんが卒業式のときに教え子を送 り出す時にこんな

題の歌を歌っておりました.そ うすると,お 前は今度

退職するのだろう.送 られる側ではないか,と なるの

ですが,し か しよく考えてみると,私 自身はこれで30

年間この大学にお世話になって来たのですが,そ の頃

から大学は移転をして素晴 らしい学舎を作 り上げるの

だと合言葉のように誓って皆で頑張 り続けて来た記憶

があります.今 回漸 く紀三井寺の地への移転を目の前

にしてお手伝いができないことは非常 に申 し訳無 く

思ってお りますが,し か しその意味からすれば,新 し

い大学に皆様方を送 り出すのは私の方だと考えてこの

テーマは悪 くないではないか,と 思いました.と 言い

まして も,私 はオリジナルの言葉を残せるほど偉 くは

ないのですが,こ うして長年やってきた間には何かい

ろいろな場で印象に残っているような言葉が皆様方と

同じようにあるものです.こ こではその内の幾つかを

お贈 りしたいと思います.

表3は,座 右 の銘です.実 は30年 ほ ど前,あ る患者

さん,も う名前 も忘れ ま した し,病 気 も何 だったのか

思 い出せ ませ ん.た だ剣道 の達人 だった と言 う記憶が

あ りますが,こ の方が色紙 に書 いて くれ たのです.剣

道 をな さっている方 な ら既 にご存知か と思い ますが,

"一 に まな この付 け所
,二 には らの据 え方,三 にあ し

の運 び"な るほ ど剣道です ね.い い言葉 だな,と 思 っ

たのは これが剣道 だけ とは違 う と気が付 いた のです.

私 どものいろんな研究 にぴった りで はないか.ま なこ

の付 け所,物 事 の発想です ね.は らの据 え方,決 断,

そ して決断 した ら不退転,こ れ は非常 に大切 なこ とで

す.あ しの運 び,方 法論,戦 略,解 析,報 告 などいろ

いろあ ります.な るほ ど,こ れ はいい言葉だ なあ と思

いま した.そ う言 えば研究 は ともか くとして,こ れ は

ひとつの集団 を引 っ張 って行 くポイ ン トに もなる様で

す ね.こ れ か らの新 しい時代 が どの様 に動 い て行 く

か,そ れ を どの ように方 向付 けるか と言 う点,リ ー

ダーにはいい言葉 か も知 れ ませ ん.も っ と考 える と,

これ は個人個 人の生 き方 に も非常 に参考 になる言葉の

ように もお もい ます.贈 る言葉 の一つ として差 し上 げ

ましょう.

次,図25で す.先 ほ ど尿路結石 のお話 を しま した。

新 しい治療法が出現 して革命 的 と表現 されるほ どの転

換 が起 こってお ります.し か し本当 に成績 はよい の

か.砕 いて残 して 自然 に出 るの を待つ.私 どもは砕 く

な残 すな の時代,少 な くと も患者 さん に,"は い.こ

れが摘 出 した結石 です よ."と 言 って あげ られ るのは

私 たちの方だ と思 ってお ります.し か しなが ら,患 者

さんに与 える侵 襲 はとな ります とこれは比べ物 にな り

ませ ん。今経済面でハイ リス ク,ハ イリター ンとい う

言葉が 出て居 りますが,こ れ も全 く同 じような もので

す.私 どもの時代 は臨床効 果 を中心 に教 わ り,教 えて

きた時代 な ので した.現 在で はQOLと か い ろい ろ

な言 葉 が出 て きま した.MITと 言 う言 葉minimal

invasivetherapy,出 来 るだ け患 者 さんへ の侵襲 を小

さ くしろ,効 果 は悪 くて も止 むを得 ない,こ れ には私

はまだ抵抗が あるのですが,そ う言 った時代 に変 わ り
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表4

つつ あるようです .ま た,別 の病気ですが前立腺肥大

症の治療で も同 じことが言 えます。私 どもはこれ も手

術で切 る治療 を教 わ りそ して教 えて来 ま した.最 近で

は,削 る,温 め る,冷 やす,焼 くな ど台所の中の よう

なので,洒 落 の上手 な外人 はprostatekitchenと 言 っ

た りしてお ります.と い うわけで,い ろいろな治療法

があ って もその治療効果 と侵襲 度 とは図の ようになっ

てお ります.俺 はこう生 きて来たのだ と言 って も時代

は 変 わっ て 行 くの で す.表4は,25年 ほ ど前 に

canad.Med.Assoc.J.に 出 てい た論文 で,著 者 はモ

ン トリオール のMacGil1大 学 のDr.Taguchiと 言

う先生 です.こ の人の論文 で終 わ りの2行 にこんな事

が記載 してあ ったのです."新 しい事 に渋 々付 いて行

く最後 の人間に だけはな るな,"こ れ は非常 に印象 に

残 りました.贈 る言葉 の2番 目に しましょう.

も う一つ,今 日は学生 さんが どの くらい出席 してお

られるか分 か りませ んが,大 体今の学生 さんは講義 を

していて も聴 いているのか どうか判 らない.よ く聴い

ているな と思 っていて も,次 の週 に質問す ると全 く頭

の中に入 っていない。 まあ,そ んな学生で も何月何 日

かは忘 れたけれどあの時 あの先生が こん な事 をお話 さ

れた.な にか不思議 に印象 に残 って いると言 う もの を

皆様方 もや は り持 って居 られ るで しょう.一 生忘れな

い,図26は そ の一つ なのです.

私が医学部の4年 生の頃ですから,今 から40年余 り

前にな ります.当 時の病理学の安 田龍夫教授から教

わったことなのです."貴 方たちはお医者 さんになる

のですね.,言 って置 きますけど世の中に病気 はこれ

だけあるのですよ.そ して,そ の中に医者が何をして

も治らない病気がこれだけあるのです よ."こ れは理

解できました."医 者が何 もしな くても勝手に治る病

気がこれだけあるのですよ."当 時は学生ですからな

るほどと思ったのですけど,今 ならどうで しょう.40

年 も経っているんですよ.私 がいま同 じように"病気

がこれだけあって,医 者が何をしても……"と お話 し

ても,や はり皆様方納得されるでしょう.勿 論,病 気

の中身は変わってお ります しcureがcareに 変わっ

たりいろいろ変化はあ りますが,今,こ こにおられる

学生の方が40年 ほど経って私と同じような立場でここ

でお話されるとすれば,き っと同じ事をおっしゃると

お もいます.安 田先生が仰言ったのは,医 学 と言 うの

は,人 間という大きな存在に対 して決 してそんなに偉

大なものではないんだよ.ち っぽけなものなのだ.医

者になるのならそのあた りを忘れないで謙虚になりな

さい,と 言うお言葉だったので しょう.こ れも贈る言

葉といた しましょう.

さあ,新 しい大学は,新 しい組織作 り,新 しい人々,

新 しい運営,そ して新 しい教育を模索 しなが ら,皆 で

協力 しなが ら発展 して行かれる事 と思います.ど う

ぞ,素 晴らしい大学を皆様方の力で建設 されます よう

希望いた します.本 日はご静聴有難 う御座いました.

(拍手)


